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大手前大学 

 

 教養教育実施の体制 
上記の六つの取り組み状況について以下に記す。 

 
教員の確保と配置 

大学院を含む本学の全教育課程における助教以上の専任教員の総数は 79 人で、うち、

教授は 48 人となっており、大学設置基準に定められた基準を上回って配置している。（表

Ⅱ-2-7「教員数」を参照）。 
 

理念体系に基づく厳正な採用 
専任教員の採用については「人事委員会規程」に則り、まず人事委員会に諮られ、各学

部からの要望をもとに教員の採用計画案が協議され意思決定される。 
人事委員会の採用方針及び計画に従い、公募にて選考している。選考の基準は「大手前

学園教員選考規程」に定められた、①「学園の教育理念・使命に共感し、その運営に参画

できる能力と協力する姿勢を有すると認められるものの中から選考」､②「学歴、教育実績

を含む職務経歴、著書・論文等の研究業績及び学会活動並びに人物評価などを総合的に審

査する」の方針にもとづいて、厳正に行っている。 
採用手順は学長が指名した選考委員により「大手前学園教員選考規程」に定められた基

準に従って書類審査により候補者を絞り込み、選考委員による面接を行った後に模擬授業

を実施する。これには、聴講希望学生を公募し、参加した学生によるアンケート評価を実

施し、評価の基準の一つとしている。さらに学長、理事長面談を経て人事委員会で審議、

教学運営評議会・常任理事会の議を経て理事長が決定する【資料 2-8-1】。 
特に本学では模擬授業を重視しており、これは本学の理念を実践する高い教育力がある

かを最も重要な判断基準としているからである【資料 2-8-2】【資料 2-8-3】。 
 
成果と能力による昇任 
教員の昇任については、「大手前大学教員昇任基準」及び「教員人事評価制度」に基づい

て選考している。前者は主に研究成果であり昇任の最低条件が定められている。後者は毎

年行っている「教育面」「研究・制作活動」「社会連携・地域貢献」「学園／学校運営への貢

献」「その他特記すべき事項」の五つの項目における総合的教員評価システムであり、昇任

を判断する上で重要な基準となっている。教員評価の課程では全教員を対象に学部長によ

る面談を実施している。 
昇任手順は人事委員会において、「大手前大学教員昇任基準」に定められた職位ごとの勤

続年数、研究業績等の基準に該当する教員について選考を行い、昇任基準を充足するとし

て承認された候補者が教学運営評議会で審議され、ついで常任理事会に上申され承認され

る【資料 2-8-4】。 
また学長・学部長など一定役職への任用については教学運営評議会における審議を経て

理事会に上申し、承認されたのち、理事長により発令されるという手続きを経る【資料

2-8-5】。 
 
教育力向上施策 
教育力向上のための主たる施策として、授業アンケートの活用、授業見学の実施、コン
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大手前大学 

 

エコ・キャンパス 

本学はエコ・キャンパスを目指し、以下の施策を行っている。 
・CELL 屋上庭園の樹木灌水余水及び雨水等（中水）を CELL 地下水槽（80 ㎥）に貯水

し CELL トイレ用として使用し省エネ、省コストをはかっている。 
・文部科学省エコ・キャンパス推進事業の採択を受けさくら夙川キャンパス A 棟、B 棟に

太陽光発電（計 30KW）、省電力型変圧器、省エネ・高効率照明設備、空調設備の更新

し省エネ、省コストをはかっている。 
・いたみ稲野キャンパス N 棟・W 棟の東面窓ガラスに遮熱フィルムを貼付し冷房効率を

上げて省エネをはかっている。 
・節電の為クールビズ、クールビズ休暇を導入し照明スイッチに「節電」、空調機コント

ローラーに「夏 28℃、冬 20℃」を表示し学内への節電啓蒙を行っている。 
・さくら夙川キャンパス、いたみ稲野キャンパス共に女子トイレ用節水器を設置している。

いたみ稲野キャンパスはトイレを旧来の和式から洋式にリニューアルし節水型便器を

導入し省エネをはかっている。 
・特定規模電気事業者 (PPS) より電力を購入することにより電力料金を地元電力会社比

△7.2％の省コストをはかっている。 
 
バリアフリー 

バリアフリーに関しては、教務課、学生課との連携により学生のニーズを吸い上げ学生

に適した以下のバリアフリー対策を計画、実施している。 
＜さくら夙川キャンパス＞ 

A 棟・CE 棟 (CELL) ・D 棟・F 棟・R 棟にエレベーターを設置、CE 棟は玄関スロ

ープ、多目的トイレを有している。平成 24(2012)年度文部科学省防災機能強化緊急特

別推進事業（バリアフリー推進事業）の採択により、A 棟バリアフリートイレ（女子

トイレ）、A 棟・C 棟渡廊下スロープ、C 棟・L 棟階段、G 棟アプローチ階段への手摺

を設置した。 
＜いたみ稲野キャンパス＞ 

N 棟・W 棟にエレベーター2 基、スロープ、多目的トイレ 2 ブースを設置している。

M 棟にはエレベーター1 基、バリアフリートイレ 1 ブースを設置、E 棟にバリアフリー

トイレ 1 ブースを設置している。 
 
少人数クラス編成 

本学はリベラルアーツ教育を目指しており、少人数クラスによる双方向型の質の高い教

育を行っている。履修者数が実技科目 20～25 人、演習科目 40 人、講義科目 100 人を超え

る場合には 2 クラス開講、セメスターリピート開講などにより、少人数クラスを維持して

いる。 
 

(3)2－9 の改善・向上方策（将来計画） 
新校舎建設、教育設備の充実、安全・安心な施設運営を今後も推進する。 
さくら夙川キャンパスのプレハブ校舎の建て替え、ICT 化の更なる進展への対応などの

課題について、本学の CELL と同様にハードとソフトが一体となった先進的キャンパスを
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